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脳
梗
塞
の
息
子
（
二
）
初
台
リ
ハ
ビ
リ
病
院 

中
村 

ア
キ
ヤ 

初
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院 

京
王
線
の
初
台
駅
か
ら
十
分
ほ
ど
の
こ
の
病
院
は
、
こ
れ
ま
で
の
病
院
の
イ
メ
ー
ジ
を
全
く

感
じ
さ
せ
な
い
雰
囲
気
が
あ
る
。
一
階
の
瀟
洒
な
フ
ロ
ア
の
受
け
付
け
デ
ス
ク
を
過
ぎ
る
と
、

中
心
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
あ
る
明
る
い
ホ
ー
ル
に
通
じ
、
そ
こ
に
は
車
椅
子
や
装
具
の
展
示

販
売
の
コ
ー
ナ
ー
と
、
ゆ
っ
た
り
し
た
喫
茶
室
以
外
は
、
病
院
に
有
り
勝
ち
な
待
合
室
の
雑
踏

や
ら
白
衣
の
医
師
や
看
護
師
の
姿
は
み
ら
れ
な
い
。 

 

二
階
の
待
合
室
か
ら
ガ
ラ
ス
越
し
の
広
い
空
間
に
理
学
療
法
室
、
作
業
療
法
室
や
ら
言
語
療

法
室
が
配
置
さ
れ
、
清
楚
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
看
護
師
と
明
る
い
着
衣
の
患
者
が
甲
斐
甲
斐
し

く
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
い
る
の
が
見
学
で
き
る
。 

 

事
務
員
、
看
護
師
は
み
な
若
く
、
は
つ
ら
つ
と
し
て
よ
く
訓
練
さ
れ
て
お
り
、
礼
儀
正
し
く

て
好
感
が
持
て
る
。
各
人
が
献
身
的
に
患
者
の
面
倒
を
見
て
く
れ
て
い
る
の
で 

患
者
の
家
族

の
付
き
添
い
は
不
要
で
あ
る
。
医
師
、
Ｏ
Ｔ
，
Ｐ
Ｔ
，
Ｓ
Ｔ
，
ソ
シ
ア
ル
ワ
ー
カ
ー
、
お
よ
び

介
護
担
当
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
称
す
る
連
絡
会
議
を
定
期
的
に
開
き
、
患
者
の
状
況
に
つ
き

全
て
を
共
有
し
て
い
る
の
で
、
患
者
は
毎
日
の
生
活
お
よ
び
リ
ハ
ビ
リ
に
関
し
て
不
安
、
不
便

を
感
ぜ
ず
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

毎
月
の
行
動
計
画
に
は
患
者
の
現
状
、
回
復
の
度
合
い
、
今
後
の
治
療
方
針
な
ど
明
確
に
記

載
さ
れ
、
患
者
、
家
族
と
も
に
精
神
的
に
非
常
に
頼
り
に
な
っ
た
。 

 

ま
た
毎
月
土
曜
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
季
節
ご
と
の
餅
つ
き
大
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
イ
な

ど
心
温
ま
る
催
し
に
癒
や
さ
れ
た
患
者
は
多
い
。 

 
 

こ
の
病
院
は
二
〇
〇
二
年
六
月
オ
ー
プ
ン
。
発
症
か
ら
二
ヶ
月
以
内
の
患
者
を
引
き
受
け
て
、 

百
五
十
日
間
ま
で
入
院
さ
せ
る
。
都
内
二
十
三
区
在
住
の
患
者
が
対
象
で
患
者
の
八
十
一
％
が

脳
梗
塞
、
腫
瘍
、
く
も
膜
下
出
血
と
の
こ
と
。 

ス
タ
ッ
フ
数
は
四
百
三
十
九
名
（
通
常
な
ら
三
百
床
に
相
当
）
で
こ
こ
で
は
病
床
数
百
六
十

四
床
で
ケ
ア
に
人
数
を
か
け
て
い
る
由
。 

快
適
そ
う
な
病
院
で
あ
る
。
も
う
あ
と
は
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
本
人
の
努
力
に
任
せ
る
し
か
な

い
。
哲
也
は
病
院
が
快
適
な
の
で
、
家
族
が
毎
日
こ
な
く
て
も
よ
い
と
言
う
。
や
っ
と
少
し
希

望
が
見
え
て
き
た
か
な
？ 

通
常
の
病
院
で
は
入
院
後
三
ヶ
月
経
過
後
は
自
動
的
に
退
院
さ
せ
ら
れ
る
。
三
ヵ
月
前
に
突

然
不
具
者
、
障
害
者
に
な
っ
た
患
者
を
か
か
え
た
ま
ま
退
院
さ
せ
ら
れ
た
家
族
は
ど
う
す
れ
ば
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よ
い
の
だ
ろ
う
？ 

 

９
月
１
６
日 

七
時
半
起
床
・
朝
食 

十
時
か
ら
理
学
療
法
（
専
用
の
治
具
を
装
着
し
て
の
歩
行
訓
練 

十
二
時
二
十
分 

昼
食
後
入
浴
（
隔
日
） 

午
後
二
時
半
か
ら
言
語
療
法
（
当
初
は
発
音
よ
り
は
理
解
力
が
主
と
の
こ
と
） 

午
後
四
時
か
ら
作
業
療
法
（
手
の
動
き
を
改
善
） 

午
後
六
時
夕
食 

午
後
十
時
半 
就
寝 

個
室
し
か
空
き
が
な
い
と
い
う
の
で
と
り
あ
え
ず
入
室
。
で
き
る
だ
け
早
く
通
常
の
四
人
部

屋
に
移
り
た
い
と
お
願
い
し
た 

面
会
は
朝
八
時
半
か
ら
夜
十
時
半
ま
で
Ｏ
Ｋ
と
の
こ
と
。
気
分
が
変
わ
っ
た
の
か
初
日
か
ら

早
速
手
が
少
し
動
い
た
よ
う
な
気
が
し
て
哲
也
は
喜
ん
だ
。
杖
を
つ
い
て
病
棟
内
を
散
歩
し
た

由
。 私

は
友
人
の
神
田
洸
さ
ん
の
お
宅
に
お
邪
魔
し
て
、
彼
の
経
験
し
た
脳
梗
塞
の
状
況
を
伺
う
。

先
方
夫
妻
の
経
験
談
で
は
、
や
は
り
言
葉
は
三
ヶ
月
目
か
ら
徐
々
に
出
て
く
る
由
。 

く
れ
ぐ
れ
も
焦
ら
ず
に
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。 

 ９
月
２
２
日 

ソ
シ
ア
ル
ワ
ー
カ
ー
松
永
さ
ん
の
説
明
を
聞
く
。
介
護
保
険
は
四
十
歳
以
上
か
ら
申
請
で
き
、

一
ヶ
月
で
認
定
が
降
り
る
。
特
定
の
病
気
で
入
院
中
な
ら
Ｏ
Ｋ
と
の
こ
と
。 

高
額
負
担
金
還
付
金
や
入
院
保
証
手
当
金
の
話
。
障
害
保
険
は
発
症
後
二
ヶ
月
し
て
か
ら 

申
請
す
れ
ば
よ
い
等
々
。
保
険
の
話
は
複
雑
で
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
。
具
合
的
な
細
か
い

話
に
な
る
と
説
明
者
も
シ
ド
ロ
モ
ド
ロ
に
な
る
。 

 

個
室
使
用
の
た
め
、
今
後
の
多
額
の
入
院
費
用
の
話
の
際
、
哲
也
は
傍
で
聞
い
て
い
て
、
済

ま
な
い
と
二
回
頭
を
下
げ
た
が
、
両
親
と
も
に
気
が
付
か
な
い
振
り
を
し
た
。 

 ９
月
２
３
日 

願
い
が
叶
っ
て
通
常
価
格
の
四
人
部
屋
へ
の
転
室
が
決
ま
る
。
哲
也
は
個
室
が
快
適
だ
っ
た

の
で
や
や
不
満
だ
が
、
経
済
性
を
説
明
し
て
納
得
し
て
も
ら
う
。 

携
帯
電
話
の
費
用
が
か
さ
む
の
で
種
々
の
サ
ー
ビ
ス
を
止
め
る
べ
く
弟
の
晋
也
が
代
理
店

に
電
話
。
何
を
す
る
に
も
暗
証
番
号
が
必
要
で
目
的
を
果
た
せ
な
い
。 
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９
月
２
４
日 

改
め
て
哲
也
に
携
帯
電
話
の
暗
証
番
号
を
聞
く
。
哲
也
は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
、
つ
い
に
数

字
を
思
い
出
し
な
が
ら
書
く
こ
と
が
出
来
た
。
脳
が
序
々
に
回
復
し
て
い
る
の
か
？ 

下
肢
装
具
の
型
と
り
を
石
膏
布
で
実
施
。
費
用
は
約
十
二
万
円
で
こ
の
う
ち
七
十
％
は
補

助
が
出
る
由
。
十
月
十
日
に
仮
型
を
合
わ
せ
て
五
日
後
に
完
成
の
予
定
。 

突
然
、
本
当
に
突
然
、
哲
也
が
「
な
だ
そ
う
そ
う
」
の
メ
ロ
デ
イ
を
口
ず
さ
む
。
タ
ー
タ

ー
と
発
音
し
て
い
る
。
発
音
の
練
習
は
、
う
ま
く
出
来
な
い
の
で
や
り
た
が
ら
な
い
。
あ
行

と
ま
行
の
ド
リ
ル
を
作
っ
て
持
参
し
た
が
、
気
乗
り
し
な
い
。 

右
手
の
ほ
う
は
拘
縮
し
た
ま
ま
進
歩
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
右
手
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
途
中

で
、
肘
か
ら
上
の
部
分
を
持
ち
上
げ
る
練
習
を
さ
せ
ら
れ
数
回
持
ち
上
げ
て
み
せ
た
。 

 
 

ア
レ
？ 

右
腕
が
動
く
ぞ
！ 

 

新
し
い
装
具
を
つ
け
て
歩
行
練
習
。
車
椅
子
か
ら
立
っ
て
杖
だ
け
で
ゆ
っ
く
り
と
歩
け
る
。

も
う
直
ぐ
、
車
椅
子
な
し
で
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。 

 

１
０
月
９
日 

 
 

笹
井
先
生
と
面
談
。 

（
一
）
発
症
の
原
因
は
高
血
圧
で
当
初
は
薬
を
六
種
投
与
し
た
が
、
現
在
は
四
種
に
減
っ
て 

い
る
現
在
七
十
キ
ロ
の
体
重
が
も
っ
と
減
れ
ば
さ
ら
に
薬
は
更
に
一
種
減
ら
せ
る
。 

（
二
）
減
塩
食
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
食
で
血
圧
は
百
三
十
～
九
十
で
安
定
し
た
。 

(

三)
 

血
圧
の
他
に
糖
尿
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
懸
念
が
あ
る
。
昔
は
三
十
代
、
四
十
代
で 

動
脈
硬
化
か
ら
脳
梗
塞
に
な
っ
た
が
、
今
は
珍
し
い
。 

Ｌ 
 

Ｄ 
 

Ｌ 
 

一
五
八 

 
 

 

（
基
準
値 

七
〇
～
一
三
九
） 

中 

性  

脂 

肪 
 
 

一
八
二 

 
 

 

（
基
準
値 

三
五
～
一
四
九
） 

Ｈ 
  

Ｄ 
 
 

Ｌ 
 

 
 

三
三 
 

 
 

（
基
準
値 

四
〇
～
八
六
）
） 

尿 
 
  

  
 

酸 
 

 
 

一
〇
・
七 

 

（
基
準
値 

三
・
七
～
七
） 

ク
レ
ア
チ
ニ
ン 

 
 

 
 
 

一
・
五
七 

（
基
準
値 

〇
・
六
一
～
一
・
〇
四
） 

血 
 
  

  
 

糖 
 

一
一
一 

 
 

 

（
基
準
値 

空
腹
時 

七
〇
～
一
〇
四
） 

（
四
）
リ
ハ
ビ
リ
の
状
況
（
十
二
点
を
満
点
と
し
た
場
合
）
上
肢 

二
～
三
点
、
下
肢 

 

四
～
五
点
、
言
葉 

一
点
。 

（
五
）
あ
と
一
ヶ
月
で
機
能
の
急
改
善
は
止
ま
る
。
右
手
は
麻
痺
が
残
る
。
も
の
を
押
さ
え 

ら
れ
る
程
度
か
？ 

左
手
の
訓
練
に
二
ヶ
月
は
か
か
る
。
言
葉
は
回
復
ま
で
半
年
か 

ら
一
年
。
退
院
は
こ
れ
か
ら
最
低
三
ヶ
月
後
と
な
り
以
降
は
外
来
訓
練
と
な
る
。 

（
六
）
介
護
保
険
の
申
請
は
早
い
ほ
う
が
よ
い
。
内
容
は
、
ヘ
ル
パ
ー
、
介
護
、
設
備
、
住
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宅
改
修
な
ど
二
十
万
円
ま
で
十
％
の
補
助
が
出
る
。
住
宅
の
改
修
に
は
家
の
見
取
り

図
、
写
真
な
ど
を
提
出
し
て
欲
し
い
。 

 

１
０
月
１
１
日 

 

哲
也
は
上
手
に
杖
で
歩
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
左
足
を
前
に
出
す
と
き
踵
が 

先
に
出
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
と
介
護
士
に
褒
め
ら
れ
哲
也
ご
機
嫌
。 

哲
也
は
メ
モ
帳
に
沢
山
の
Ｊ
Ｒ
の
駅
名
を
書
い
て
い
る
。
参
考
に
と
私
が
自
宅
で
駅
名
を

パ
ソ
コ
ン
で
打
っ
て
持
参
し
た
が
、
逆
に
二
、
三
の
駅
名
の
間
違
い
を
指
摘
さ
れ
た
。 

 
 

壊
れ
た
脳
が
い
ろ
い
ろ
と
思
い
出
し
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
つ
い
で
に
東
京
二
十
三
区
の
名

前
を
置
い
て
く
る
。 

発
声
の
練
習
機
械
が
来
た
が
、
余
り
使
い
勝
手
が
良
く
な
い
様
子
で
不
満
そ
う
。 

 

病
院
の
待
合
室
で
リ
ハ
ビ
リ
の
待
機
を
し
て
い
る
と
「
イ
チ
、
ニ
ッ
、
サ
ン
」
と
大
き
な

声
が
聞
こ
え
た
。
み
る
と
巨
人
軍
の
長
島
元
監
督
が
ジ
ャ
ー
ジ
ー
姿
で
廊
下
を
走
っ
て
い
る
。 

何
年
か
前
に
脳
梗
塞
で
倒
れ
、
こ
の
病
院
で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
る
由
。
脚
は
完
全
で

は
無
い
が
、
装
具
な
し
で
小
走
り
で
は
あ
る
が
走
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
片
手
は
ほ
と
ん

ど
動
か
ず
言
葉
も
自
由
自
在
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
哲
也
よ
り
は
先
輩
だ
。

完
全
で
な
く
て
も
彼
ぐ
ら
い
に
治
っ
て
く
れ
た
ら
有
難
い
と
思
っ
た
。 

 

１
０
月
１
５
日 

 

下
肢
の
保
護
具
の
調
整
。
歩
行
中
に
拘
縮
し
た
右
足
の
指
が
曲
が
っ
て
く
る
と
痛
く
な
る 

の
で
当
た
る
部
分
に
枕
の
よ
う
な
パ
ッ
ト
を
貼
り
付
け
る
。
下
肢
保
護
具
の
パ
ッ
ト
の
調
子 

が
悪
く
一
旦
は
ず
し
て
様
子
を
み
る
こ
と
に
。 

 

１
０
月
１
８
日 

 

哲
也
疲
れ
か
ら
か
体
調
悪
く
リ
ハ
ビ
リ
は
休
ん
だ
由
。
な
ん
と
か
発
音
を
上
手
く
や
ら
せ 

た
い
が
本
人
は
自
信
が
な
い
し
、
そ
う
い
う
時
は
意
欲
も
な
い
。 

哲
也
は
Ｔ
Ｖ
の
イ
ヤ
ホ
ー
ン
を
両
耳
で
聞
き
た
い
由
。（
備
え
付
け
の
イ
ヤ
ホ
ー
ン
は
片
耳 

だ
け
）
両
耳
用
イ
ヤ
ホ
ー
ン
の
コ
ー
ド
を
弟
の
晋
也
が
探
し
て
き
た
。 

 

１
０
月
１
９
日 

 

介
護
保
険
の
申
請
を
若
松
町
出
張
所
に
て
実
施
。
医
療
費
支
援
の
た
め
の
申
請
書
を
信
濃 

町
の
東
京
医
業
保
険
組
合
に
提
出
し
た
。
区
役
所
介
護
課
片
瀬
さ
ん
か
ら
保
険
証
を
フ
ァ
ッ 
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ク
ス
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
と
事
務
作
業
が
煩
雑
だ
。 

日
本
生
命
、
、
ソ
ニ
ー
生
命
に
連
絡
し
、
保
険
金
受
け
入
れ
の
書
類
送
付
を
依
頼
。
ま
た 

 

哲
也
の
入
会
し
て
い
た
種
々
の
会
に
脱
会
届
け
を
提
出
す
る
。 

 

１
０
月
２
２
日 

 

哲
也
、
病
室
か
ら
車
椅
子
な
し
で
十
メ
ー
タ
ー
離
れ
た
食
堂
ま
で
往
復
で
き
た
。
疲
れ
る 

ら
し
い
。
右
手
の
肘
の
曲
げ
伸
ば
し
が
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
指
は
ま
だ
全 

く
動
か
な
い
。
シ
ャ
ツ
と
ズ
ボ
ン
の
着
脱
訓
練
、
左
手
だ
け
で
上
手
く
や
っ
て
の
け
る
。 

左
手
で
山
手
線
の
駅
名
を
漢
字
で
書
い
て
い
る
。
ひ
ら
が
な
は
、
あ
行
、
か
行
の
書
き
取

り
を
や
っ
て
い
る
。
リ
ハ
ビ
リ
以
外
の
時
間
は
イ
ヤ
ホ
ー
ン
の
調
子
が
よ
く
Ｔ
Ｖ
を
見
て
い

る
よ
う
だ
。 

三
菱
銀
行
西
口
支
店
で
通
帳
の
再
交
付
を
依
頼
し
た
。
本
人
の
署
名
が
い
る
と
の
こ
と
で

左
手
で
書
い
て
も
ら
う
。
こ
れ
が
発
病
以
来
の
最
初
の
書
類
に
な
っ
た
。 

障
害
手
当
て
申
請
書
第
一
回
分
を
東
京
セ
ン
ト
ラ
ル
に
送
付
し
た
。 

哲
也
の
銀
行
口
座
か
ら
自
動
引
き
落
と
し
の
契
約
の
あ
る
（
株
）
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
電

話
し
オ
ー
ト
シ
ッ
プ
を
止
め
る
よ
う
要
請
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
付
。
残
る
は
ラ
イ
フ
社
（
青

山
商
事
）
の
月
賦
中
止
の
手
続
き
の
み
と
な
っ
た
。 

 

１
０
月
２
６
日 

哲
也
の
発
声
練
習
に
立
ち
会
う
。
あ
、
か
、
は
、
ま
、
行
は
比
較
的
よ
く
発
音
し
て
い
る
。

有
望
だ
！ 

肘
の
屈
伸
、
右
手
各
指
の
感
覚
、
小
指
の
曲
げ
広
げ
な
ど
少
し
ず
つ
進
歩
し
て

い
る
。
一
人
で
着
替
え
を
や
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
。
と
に
か
く
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
欲

し
い
。
こ
う
な
っ
た
ら
本
人
の
努
力
し
か
な
い
の
だ
か
ら
！ 

 

１
０
月
３
１
日 

生
命
保
険
の
サ
イ
ン
を
哲
也
が
す
る
。
平
成
二
十
一
年
を
間
違
え
て
二
十
五
年
と
書
く
。 

数
字
な
ど
間
違
い
が
多
い
傾
向
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
人
は
間
違
え
て
チ
ョ
ッ
ト
が

っ
か
り
し
て
い
た
。
最
近
は
Ｔ
Ｖ
を
良
く
見
て
い
る
。
体
が
安
定
し
少
し
退
屈
気
味
。 

ギ
タ
ー
も
い
じ
っ
て
み
た
い
と
い
う
。
漫
画
も
読
み
た
い
と
。 

こ
の
ご
ろ
は
杖
な
し
で
二
十
メ
ー
ト
ル
は
歩
け
る
。
ト
イ
レ
に
行
く
に
も
車
椅
子
は
使
わ

ず
だ
い
ぶ
進
歩
し
た
。 

新
宿
区
の
ほ
う
か
ら
介
護
保
険
認
定
の
調
査
員
が
き
た
。
病
院
か
ら
は 

十
二
月
の
は
じ

め
に
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
家
庭
訪
問
（
改
造
指
示
）
を
予
定
し
て
い
る
由
。 
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正
月
は
一
時
帰
宅
。
退
院
は
二
月
頃
と
の
内
示
が
あ
っ
た
。 

秋
た
ち
ぬ
よ
う
や
く
乗
れ
る
車
椅
子 

 
 

 

病
室
の
天
井
見
入
る
夜
長
か
な 

 
 

 
 

冷
た
き
指
広
げ
リ
ハ
ビ
リ
終
了
す 

 
 

 
 

 

別
れ
際
左
手
あ
げ
て
秋
の
暮
れ 

 
 

リ
ハ
ビ
リ
を
見
終
わ
り
熱
き
コ
ー
ヒ
ー
飲
む 

 
 

正
月
ま
で
長
島
さ
ん
の
よ
う
に
な
れ 

 

１
１
月
３
日 

笹
井
先
生
と
の
面
談
が
あ
り
、
次
の
通
り
の
説
明
が
あ
っ
た
。
。 

（
一
）
脳
卒
中
の
後
期
は
拘
縮
と
い
う
、
指
な
ど
が
鉤
の
よ
う
に
曲
が
っ
て
固
ま
り
筋
肉
が 

 
 

固
く
な
る
症
状
が
起
こ
る
。 

（
二
）
キ
ャ
バ
ロ
ン
と
い
う
薬
を
当
初
は
一
錠
、
後
に
三
錠
投
与
す
る
。 

（
三
）
血
圧
は
下
が
っ
て
き
た
の
で
来
週
か
ら
薬
を
減
ら
す
。 

（
四
）
血
液
検
査
結
果
も
良
く
な
っ
て
い
る 

尿 
 

 
 
 

酸 
 

十
・
七→

八
・
二 

 

（
基
準
値 

三
・
七
～
七
） 

ク
レ
ア
チ
ニ
ン 

一
・
五
七→

一
・
三
六
（
基
準
値 

〇
・
六
一
～
一
・
〇
四
） 

糖 
 

 
 

尿 

六
・
三→

五
・
九 

 

（
基
準
値 
五
・
八
） 

血 
 

糖 
 

値 

一
一
一→

九
九 

 
 

（
基
準
値 

空
腹
時 

七
〇
～
一
〇
四
） 

（
五
）
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
、
歩
行
は
だ
い
ぶ
進
歩
し
た
が
、
言
葉
は
長
期
の
治
療
が
必
要

な
の
で
焦
ら
ず
に
。 

家
庭
訪
問
を
十
一
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
る
。
自
宅
療
養
で
は
特
に
食
事
に
注
意
す
る
よ

う
に
指
導
を
受
け
る
。
ま
た
運
動
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と
。 

大
事
な
こ
と
は
精
神
的
な
苦
し
み
、
肉
体
的
な
苦
労
を
本
人
と
共
有
す
る
こ
と
。 

 

１
１
月
６
日 

日
本
生
命
に
保
険
書
類
を
提
出
。
担
当
の
上
田
さ
ん
が
病
院
へ
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
。

哲
也
は
Ｔ
Ｖ
を
よ
く
見
て
い
る
。
漫
画
の
本
も
時
々
。 

近
所
の
前
沢
工
務
店
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
が
で
き
る
か
聞
い
て
み
た
。
経
験
あ
る
由
。 

余
丁
町
の
レ
ン
ズ
屋
で
哲
也
の
眼
鏡
の
視
力
調
整
の
相
談
を
し
た
。
事
前
の
連
絡
が
あ
れ

ば
対
応
可
能
と
の
こ
と
。
哲
也
は
だ
い
ぶ
乗
り
気
に
な
っ
て
い
る
。 

哲
也
の
右
肩
の
痛
み
は
だ
い
ぶ
減
っ
た
。
明
確
な
言
葉
に
は
な
ら
な
い
が
良
く
喋
る
よ
う

に
な
っ
た
。 

 

１
１
月
８
日 

本
人
に
は
直
接
い
え
な
い
父
親
の
心
境
。 
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「
哲
也
君
よ
。
今
日
は
私
の
七
十
三
回
目
の
誕
生
日
だ
。
幸
せ
な
老
後
を
送
れ
る
と
思
っ
て

い
た
が
、
君
が
倒
れ
思
わ
ぬ
事
態
が
生
じ
た
。
最
初
の
う
ち
は
君
の
将
来
が
、
ま
た
我
の
老

後
が
ど
う
な
る
か
と
思
っ
て
毎
日
が
辛
か
っ
た
。 

君
も
、
突
然
身
体
が
不
自
由
に
な
り
、
喋
り
た
い
こ
と
も
伝
え
ら
れ
な
く
て
、
よ
く
我
慢
し

て
い
る
と
思
う
よ
。
で
も
周
囲
の
皆
様
の
お
蔭
で
病
状
も
だ
い
ぶ
安
定
し
、
杖
を
突
け
ば
な

ん
と
か
歩
け
そ
う
だ
し
、
右
手
も
、
お
し
ゃ
べ
り
も
、
時
間
が
経
て
ば
か
な
り
の
レ
ベ
ル
ま

で
回
復
し
そ
う
だ
。
私
は
あ
と
二
年
ぐ
ら
い
は
健
康
で
頑
張
れ
る
か
ら
そ
れ
ま
で
に
治
っ
て

く
れ
よ
な
。 

そ
れ
に
し
て
も
君
の
お
母
さ
ん
の
割
り
切
り
と
落
ち
着
き
に
は
敬
意
を
表
す
る
。
内
心
い

ろ
い
ろ
と
思
っ
て
は
い
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
決
し
て
悲
観
的
な
こ
と
を
言
わ
な
い
の
だ
。 

 
 

弟
の
晋
也
も
暇
さ
え
あ
れ
ば
お
見
舞
い
に
行
っ
て
君
の
た
め
に
欲
し
い
も
の
す
ぐ
に
調
達

し
く
れ
て
い
る
。
感
謝
し
ろ
よ
。
そ
し
て
一
日
も
早
く
よ
く
な
っ
て
く
れ
！
」 

 

１
１
月
１
２
日 

こ
れ
ま
で
日
本
生
命
の
上
田
さ
ん
と
都
合
三
回
も
会
い
、
家
中
を
探
し
回
っ
て
生
命
保
険 

の
契
約
書
に
使
わ
れ
た
印
鑑
を
見
つ
け
た
。
重
要
な
契
約
書
に
用
い
た
印
鑑
は
別
扱
い
と
し

て
、
大
事
に
保
管
す
べ
き
こ
と
を
痛
感
し
た
。 

や
っ
と
手
続
き
開
始
だ
。
一
方
ソ
ニ
ー
生
命
（
福
島
さ
ん
担
当
）
の
手
続
き
は
完
了
し
、

保
険
金
は
哲
也
君
の
口
座
に
入
金
さ
れ
た
と
の
連
絡
あ
り
、
後
日
確
認
の
予
定
。 

 

１
１
月
１
４
日 

 

レ
ン
ズ
屋
の
山
地
、
甲
斐
両
氏
が
初
台
ま
で
来
て
病
室
で
哲
也
の
検
眼
を
し
て
く
れ
た
。 

メ
ガ
ネ
の
新
調
に
は
１
週
間
か
か
る
が
、
哲
也
は
楽
し
み
に
し
て
い
る
。 

最
近
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子
は
見
て
い
な
い
が
、
今
は
階
段
の
昇
降
も
練
習
し
て
い
る
由
。 

本
人
は
結
構
頑
張
っ
て
い
る
が
、
毎
日
の
タ
ス
ク
が
き
つ
く
や
や
ヘ
バ
リ
気
味
。
こ
の
と

こ
ろ
病
状
が
安
定
し
、
周
囲
も
精
神
的
余
裕
が
出
て
き
た
。 

 １
１
月
１
５
日 

病
室
に
行
っ
た
ら
哲
也
は
寝
て
い
た
。
右
肩
が
痛
い
ら
し
く
不
機
嫌
。
何
を
言
っ
て
も
陰

気
な
答
え
に
、
こ
ち
ら
も
い
い
加
減
嫌
に
な
っ
て
早
め
に
帰
宅
し
た
。
本
日
、
ソ
ニ
ー
生
命

か
ら
の
入
金
確
認
。 

 １
１
月
１
６
日 
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今
日
、
哲
也
は
す
こ
ぶ
る
機
嫌
が
い
い
。
昨
日
の
例
も
あ
る
の
で
両
親
が
見
舞
い
に
来
て

も
眠
か
っ
た
ら
「
寝
た
い
か
ら
」
と
断
っ
て
か
ら
寝
る
よ
う
に
と
い
っ
た
。
こ
ち
ら
も
折
角

来
て
不
機
嫌
だ
っ
た
ら
早
く
帰
り
た
く
な
る
と
注
意
し
た
。 

本
が
見
た
い
と
い
う
。
漫
画
か
？
い
や
、
週
刊
誌
か
？
い
や
ノ
ー
ト
に
一
〇
四
八
と
い
う

数
字
を
描
く
。
十
時
四
十
八
分
な
ん
て
い
う
漫
画
あ
る
の
か
い
？
漫
画
で
は
な
い
。
弟
の
晋

也
に
聞
こ
う
と
電
話
し
た
が
不
通
。 

本
の
値
段
は
い
く
ら
く
ら
い
？
三
百
、
八
百
、
千
円
と
書
い
た
ら
、
千
円
を
指
差
す
。
と

に
か
く
本
屋
で
調
べ
る
か
ら
と
い
っ
て
帰
途
本
屋
に
寄
る
。
村
上
春
樹
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
Ｉ

Ｑ
４
８
」
が
目
に
留
ま
っ
た
。
こ
れ
だ
！
値
段
は
千
八
百
円
で
上
下
三
巻
だ
。 

な
ん
で
こ
ん
な
本
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？ 

Ｔ
Ｖ
で
み
た
の
か
？ 

と
に
か
く
眼
鏡

が
待
た
れ
る
。 

 

１
１
月
１
８
日 

眼
鏡
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
午
前
中
に
届
け
る
が
、
リ
ハ
ビ
リ
の
最
中
で
眼
鏡
ど
こ
ろ
で

は
な
い
。
立
っ
た
ま
ま
で
右
腕
を
挙
げ
る
稽
古
。
上
腕
部
が
肘
の
高
さ
ま
で
あ
が
る
。
お
ろ

し
て
も
固
ま
ら
ず
に
下
ま
で
伸
び
る
よ
う
に
な
る
。
で
も
余
り
伸
ば
す
と
痛
い
ら
し
い
。
指

を
広
げ
て
感
覚
を
試
し
て
い
る
。
杖
な
し
で
食
堂
ま
で
歩
か
さ
れ
、
ヒ
ー
ヒ
ー
言
っ
て
い
る
。 

で
も
こ
の
進
歩
は
ま
こ
と
に
嬉
し
い
こ
と
だ
。 

 

１
１
月
１
９
日 

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
家
庭
訪
問
日
が
十
一
月
二
十
四
日
に
決
ま
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
タ
ク

シ
ー
の
乗
車
の
練
習
を
始
め
る
と
い
う
。
前
沢
工
務
店
に
無
理
を
言
っ
て
家
庭
訪
問
日
に
家

の
改
造
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
都
合
を
つ
け
て
も
ら
う
。 

 １
１
月
２
０
日 

昼
前
の
レ
ッ
ス
ン
で
「
お
は
よ
う
、
あ
り
が
と
う
、
ご
め
ん
ね
」
な
ど
の
練
習
を
聴
取
。 

ま
だ
は
っ
き
り
と
は
聞
き
と
れ
な
い
が
、
少
し
ず
つ
喋
れ
そ
う
。
購
入
し
た
本
は
少
し
ず 

つ
読
ん
で
い
る
模
様
。
帰
宅
後
、
ス
タ
ッ
フ
の
家
庭
訪
問
に
備
え
て
家
ま
で
の
路
順
の
地
図

を
つ
く
る
。 

日
本
生
命
か
ら
手
続
き
終
了
の
手
紙
が
き
た
。
こ
れ
で
保
険
関
係
は
全
て
終
わ
り
だ
。 

 １
１
月
２
４
日 

家
庭
訪
問
。
初
台
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
二
瓶
、
藤
井
両
氏
は
電
車
で
、
哲
也
と
私
は
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タ
ク
シ
ー
で
家
に
向
か
う
。
発
症
し
た
８
月
５
日
以
来
の
三
か
月
半
ぶ
り
の
帰
宅
だ
。 

 
 

自
分
の
部
屋
の
あ
る
二
階
へ
の
階
段
昇
降
は
辛
そ
う
。
廊
下
の
ほ
ん
の
チ
ョ
ッ
ト
し
た 

段
差
で
も
降
り
る
の
は
難
し
そ
う
だ
。
も
っ
と
い
け
る
と
思
っ
た
が
。 

前
沢
工
務
店
の
社
長
、
大
久
保
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
阿
部
所
長
も
来
宅
。
打
ち

合
せ
も
終
わ
り
日
帰
り
で
病
院
に
戻
っ
た
。
初
め
て
の
同
行
外
出
で
親
子
と
も
緊
張
し
た
。 

 

１
１
月
２
９
日 

病
院
に
い
っ
た
が
、
哲
也
は
不
機
嫌
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
ゴ
ロ
ン
と
寝
た
ま
ま
で
起
き

て
こ
な
い
。
段
々
正
気
に
返
っ
て
き
て
、
現
状
に
不
満
な
の
か
、
将
来
に
不
安
が
あ
る
の
か
。

「
人
間
は
現
実
を
直
視
し
て
、
前
向
き
に
進
む
し
か
人
生
は
開
け
な
い
ぞ
」
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
話
し
て
や
っ
た
が
、
本
人
は
納
得
し
た
の
か
し
な
い
の
か
？ 

帰
宅
し
て
、
哲
也
の
不
機
嫌
の
原
因
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の
際
、
階
段
を
上
手
く
降
り
ら
れ
な

っ
た
の
が
不
満
で
不
貞
寝
し
て
い
た
、
と
妻
か
ら
聞
い
た
。
笹
井
先
生
と
面
談
の
折
、
来
年

１
月
１
５
日
に
退
院
す
る
と
決
定
。 

 

１
２
月
１
１
日 

退
院
に
備
え
て
哲
也
の
部
屋
の
整
理
。
大
量
の
本
を
ブ
ッ
ク
オ
フ
に
売
却
。
早
朝
に
ソ
フ 

ァ
ー
な
ど
の
粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
。 

近
況
報
告
の
た
め
哲
也
の
会
社
東
京
セ
ン
ト
ラ
ル
を
訪
問
。
哲
也
の
休
職
期
間
は
一
年
間 

だ
け
と
通
告
さ
れ
た
。 

 

１
２
月
１
７
日 

哲
也
の
外
出
訓
練
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
三
人
で
病
院
か
ら
清
水
橋
ま
で
歩
く
。
大
江

戸
線
で
新
宿
西
口
ま
で
。
ビ
ッ
グ
カ
メ
ラ
に
寄
り
、
カ
ラ
オ
ケ
の
セ
ッ
ト
、
血
圧
計
な
ど
を

見
て
回
る
。
疲
れ
る
ら
し
く
二
回
喫
茶
店
で
休
憩
す
る
。
バ
ス
の
乗
降
に
や
や
不
安
が
残
る
。 

 

１
２
月
１
９
日 

十
九
時
三
十
分
に
哲
也
の
勤
務
先
の
東
京
セ
ン
ト
ラ
ル
久
保
さ
ん
、
中
島
さ
ん
が
初
台
病

院
に
お
見
舞
い
に
見
え
る
。 

区
役
所
に
て
障
害
者
手
帳
を
受
理
。
タ
ク
シ
ー
券
、
フ
リ
ー
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
貰
う
。
有
難

い
こ
と
だ
が
手
続
き
が
大
変
で
難
儀
し
た
。 

 

初
台
に
て
区
の
阿
部
さ
ん
、
松
本
さ
ん
、
病
院
側
は
松
永
さ
ん
、
藤
井
さ
ん
と
面
談
。
退 

院
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
引
継
ぎ
事
項
（
血
圧
自
己
管
理
、
内
服
薬
支
給
な
ど
）
打
ち
合
わ 
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せ
。
介
護
保
険
適
用
で
ベ
ッ
ド
の
レ
ン
タ
ル
を
申
請
。
三
ヶ
月
は
無
償
で
貸
与
と
の
こ
と
。 

退
院
後
は
通
い
で
週
２
回
の
リ
ハ
ビ
リ
。
発
声
練
習
の
テ
キ
ス
ト
を
貰
う
。
ノ
ー
ト
で
コ 

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。
初
台
友
の
会
に
入
会
を
勧
め
ら
れ
る
。 

地
域
で
は
、
都
の
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
木
曜
日
集
ま
り
が
あ
る
由
。
参
加
を
検
討
し

た
が
、
巡
回
バ
ス
の
ケ
ア
は
老
人
ば
か
り
で
哲
也
に
向
か
な
い
。
そ
の
他
、
失
語
症
の
会
入

会
の
可
能
性
な
ど
検
討
す
る
。 

 

１
２
月
２
２
日 

病
院
で
階
段
昇
降
の
練
習
。
新
し
い
プ
ラ
ス
テ
イ
ッ
ク
の
補
助
具
靴
の
購
入
。
お
風
呂
の 

入
り
方
の
練
習
。 

 
 １

２
月
２
５
日 

哲
也
用
の
ベ
ッ
ド
が
家
に
入
荷
し
た
。 

初
台
で
は
、
担
当
の
内
野
さ
ん
と
病
院
外
周
を
一
周
し
た
が
、
問
題
な
く
歩
け
た
。
エ
ス 

カ
レ
ー
タ
ー
昇
降
三
回
練
習
。
そ
の
後
二
瓶
さ
ん
と
パ
ソ
コ
ン
練
習
を
し
た
が
、
哲
也
は
全 

く
の
素
人
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
ロ
ー
マ
字
が
打
て
な
い
。
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
が
わ
か
ら
な
い
。 

確
定
キ
ー
も
判
ら
な
い
。
チ
ョ
ッ
ト
が
っ
か
り
し
た
。
本
人
も
自
信
喪
失
気
味
だ
。 

哲
也
は
友
人
の
大
隈
君
が
お
見
舞
い
に
き
て
く
れ
る
日
に
ち
を
私
に
教
え
る
の
に
、
口
が

き
け
な
い
の
で
私
の
カ
バ
ン
の
中
の
手
帳
を
探
し
て
開
き
、
三
十
日
の
箇
所
を
示
し
た
。 

入
浴
の
訓
練
が
あ
り
、
身
体
を
拭
い
て
い
る
う
ち
に
、
病
院
の
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
が
終
わ

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
貰
っ
た
。
わ
ざ
わ

ざ
励
ま
し
の
カ
ー
ド
を
作
っ
て
も
ら
い
、
有
難
く
て
泣
き
そ
う
に
な
り
内
容
が
読
め
な
か
っ

た
。 

 

１
２
月
２
６
日 

午
後
か
ら
初
台
で
餅
つ
き
大
会
が
あ
っ
た
、
哲
也
も
黄
色
の
法
被
を
着
せ
ら
れ
片
手
に
杵

を
振
り
ス
タ
ッ
フ
に
助
け
て
も
ら
い
餅
を
つ
い
た
。
餅
は
美
味
し
か
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
陽

気
に
掛
け
声
を
か
け
て
く
れ
る
の
は
有
難
か
っ
た
。 

哲
也
の
帰
宅
に
備
え
て
、
家
の
廊
下
の
凸
凹
部
に
蛍
光
テ
ー
プ
を
貼
っ
た
。 

 

１
２
月
２
７
日 

 

哲
也
が
「
木
」
と
か
「
月
」
と
か
を
発
音
し
て
見
せ
て
く
れ
た
。
初
台
で
は
上
手
く
で
き 

た
ら
し
い
が
、
ま
だ
ま
だ
。
「
こ
て
こ
て
」
と
し
か
聞
こ
え
な
い
。
そ
こ
で
「
こ
て
」
と
書 
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い
て
、
こ
の
よ
う
に
し
か
聞
こ
え
な
い
と
言
お
う
と
し
た
ら
、
ウ
ン
ザ
リ
し
た
顔
で
「
も
う 

い
い
よ
」
と
言
っ
た
。
無
意
識
で
な
ら
し
ゃ
べ
れ
る
の
だ
。 

家
の
部
屋
に
は
仕
切
り
の
カ
ー
テ
ン
が
吊
る
さ
れ
、
哲
也
の
受
け
入
れ
準
備
は
ほ
ぼ
完
成

し
た
。
哲
也
の
一
時
帰
宅
日
は
十
二
月
三
十
一
日
で
あ
る
。
待
ち
遠
し
い
。 

 １
２
月
３
１
日 

哲
也
は
病
院
内
の
床
屋
に
い
っ
た
。
八
月
に
脳
内
の
血
を
抜
く
た
め
に
丸
坊
主
に
さ
れ
て

い
ら
い
の
散
髪
で
あ
る
。
サ
ッ
パ
リ
し
た
ね
と
か
男
前
ね
と
か
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
に
か
ら
か

わ
れ
て
嬉
し
そ
う
に
照
れ
笑
い
し
て
い
た
。
す
ぐ
に
支
度
を
し
て
一
時
帰
宅
の
出
発
で
あ
る
。 

本
人
の
肩
掛
け
カ
バ
ン
に
も
テ
キ
ス
ト
や
ら
身
の
回
り
の
も
の
を
詰
め
か
な
り
重
そ
う
。 

 
 

 
 

付
き
添
い
の
小
生
は
哲
也
の
着
替
え
を
つ
め
た
バ
ッ
グ
の
外
、
お
風
呂
に
使
う
シ
ャ
ワ
ー
チ

ェ
ア
と
ゴ
ム
マ
ッ
ト
を
持
つ
。
自
分
の
小
バ
ッ
グ
と
占
め
て
三
個
。
そ
の
上
哲
也
を
ケ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

病
院
か
ら
大
江
戸
線
西
新
宿
七
丁
目
駅
に
向
か
お
う
と
し
た
ら
哲
也
は
不
思
議
そ
う
な
顔

を
す
る
。
当
然
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
と
思
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
も
リ
ハ
ビ
リ
の
一
種
だ
か
ら
と

哲
也
を
納
得
さ
せ
て
歩
き
出
し
た
が
、
あ
と
で
思
え
ば
無
理
な
注
文
で
あ
っ
た
。
退
院
前
の

一
時
帰
宅
の
日
か
ら
か
な
り
の
距
離
を
歩
か
せ
た
の
だ
か
ら
。
父
親
と
し
て
は
、
息
子
が
か

な
り
治
っ
た
も
の
と
勘
違
い
し
て
い
た
の
だ
。 

 工
事
中
の
道
路
は
凸
凹
で
ゆ
る
や
か
な
下
り
で
あ
る
。
哲
也
は
杖
を
持
つ
手
が
冷
た
い
と

云
い
だ
し
た
。
手
袋
は
無
い
。
我
慢
せ
よ
。
道
程
の
半
ば
ま
で
歩
く
と
疲
れ
が
出
た
ら
し
く

途
中
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
天
気
は
い
い
の
だ
が
風
が
相
当
強
い
。
や
や
ミ
ジ
メ
な
気
持
ち

に
な
る
。
駅
ま
で
普
通
の
足
で
十
分
の
と
こ
ろ
三
十
分
を
要
し
た
。
到
着
駅
の
東
新
宿
駅
か

ら
は
バ
ス
が
中
々
来
な
い
。
家
で
は
当
然
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
と
思
っ
て
い
た
ら
し
く
「
遅
か

っ
た
わ
ね
」
と
非
難
さ
れ
た
。 

 除
夜
の
鐘
が
な
っ
て
私
だ
け
近
所
の
西
向
天
神
社
に
御
参
り
し
た
。
今
年
は
ど
ん
な
年
に

な
る
の
だ
ろ
う
。
病
院
の
指
示
通
り
哲
也
と
同
じ
部
屋
で
寝
た
。
哲
也
は
疲
れ
て
い
た
と
見

え
す
ぐ
寝
息
が
聞
こ
え
た
。 

 平
成
２
２
年
１
月
１
日 

哲
也
は
午
前
中
に
何
度
も
二
階
に
上
が
り
、
ゲ
ー
ム
の
器
械
や
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ら
を
探
し
て

一
人
で
遊
ん
だ
り
、
Ｐ
Ｃ
を
操
作
し
た
り
携
帯
電
話
を
い
じ
っ
た
り
し
た
が
、
ど
れ
も
操
作
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法
を
忘
れ
て
上
手
く
使
え
な
い
と
残
念
が
る
。 

 
暖
か
い
昼
に
な
っ
て
、
二
人
で
近
所
の
抜
弁
天
厳
島
神
社
に
参
拝
に
い
っ
た
。
哲
也
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
弁
天
様
の
書
か
れ
た
幟
や
ポ
ス
タ
ー
が
随
所
に
あ
り
彼
は
満
足
げ
で
あ
っ
た
。 

病
院
か
ら
の
宿
題
を
や
っ
た
。
簡
単
な
単
語
の
発
音
を
母
親
の
口
元
を
み
な
が
ら
練
習
し

た
。
発
音
は
か
な
り
明
瞭
に
な
り
進
歩
し
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
や
は
り
家
族
と
の
会
話

を
通
じ
て
徐
々
に
言
葉
を
思
い
出
す
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。 

「
こ
れ
で
い
い
い
や
、
こ
っ
ち
が
」
な
ど
の
言
葉
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
。
夜
は
親
戚
が
集
ま

り
ワ
イ
ワ
イ
騒
い
だ
真
ん
中
に
い
た
が
悪
い
気
は
し
な
か
っ
た
模
様
。
大
好
き
な
ア
ル
コ
ー

ル
は
シ
ャ
ン
ペ
ン
、
日
本
酒
と
少
し
づ
つ
飲
め
て
幸
せ
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
。 

 

１
月
２
日 

妻
と
三
人
で
タ
ク
シ
ー
で
初
台
に
帰
院
。
東
京
都
支
給
の
無
料
タ
ク
シ
ー
券
を
使
用
。 

 

１
月
３
日 

 

病
院
に
行
く
と
哲
也
は
一
人
で
ご
贔
屓
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
応
援
歌
「
六
甲
お
ろ
し
」

を
歌
っ
て
い
た
。
発
音
は
不
明
瞭
だ
が
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
思
い
出
し
て
く
る
ら
し

い 

帰
宅
し
た
ら
、
夜
に
歌
詞
を
印
刷
し
て
明
日
渡
し
て
や
ろ
う
と
思
う
。 

 

１
月
４
日 

笹
井
先
生
と
面
談
。
一
月
十
三
日
の
十
四
時
に
退
院
と
決
定
。
外
来
リ
ハ
ビ
リ
の
計
画
は

後
日
設
定
す
る
。
内
科
的
に
は
尿
酸
値
が
や
や
高
め
。
退
院
後
の
飲
酒
は
蒸
留
酒
が
お
勧
め
。 

日
本
酒
換
算
一
合
が
限
度
で
、
そ
れ
以
上
で
は
卒
中
再
発
の
危
険
性
が
あ
る
。
煙
草
は
止

め
る
こ
と
。 

介
護
保
険
に
よ
る
住
宅
改
造
補
助
の
申
請
に
区
役
所
に
行
っ
た
。
退
院
後
に
手
続
き
を
と

る
由
。
入
院
費
用
三
十
一
万
円
の
う
ち
十
八
万
円
が
返
っ
て
く
る
。 

 

１
月
９
日
，
１
０
日 

言
語
リ
ハ
ビ
リ
の
場
所
と
し
て
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
曙
橋
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を

覗
い
て
み
た
。
ど
ち
ら
も
現
在
の
哲
也
の
足
で
は
チ
ョ
ッ
ト
遠
く
て
通
う
の
は
無
理
。 

 

１
月
１
１
日 

初
台
へ
の
通
院
経
路
の
研
究
を
し
た
。
地
下
鉄
西
新
宿
七
丁
目
、
中
野
坂
上
、
新
宿
三
丁
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目
、
渡
る
べ
き
橋
や
、
初
台
な
ど
の
各
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
の
ぼ
り
）
階
段
（
下
り
）
を

調
べ
た
が
、
ど
れ
も
一
長
一
短
。 

哲
也
携
帯
電
話
の
充
電
キ
ッ
ト
が
欲
し
い
と
い
う
の
で
売
っ
て
い
る
店
を
探
し
た
。 

 

１
月
１
２
日 

地
下
鉄
中
野
坂
上
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
え
ば
無
理
な
く
地
上
へ
出
ら
れ
る
こ
と
を
発
見

し
て
抜
弁
天
（
バ
ス
）
東
新
宿
（
大
江
戸
線
）
中
野
坂
上
（
バ
ス
）
初
台
病
院
の
ル
ー
ト
が

最
適
で
あ
る
と
判
明
し
た
。 

福
祉
介
護
士
の
松
本
さ
ん
、
山
下
さ
ん
が
ヘ
ル
パ
ー
の
野
津
さ
ん
を
初
台
に
連
れ
て
き
て

初
台
ス
タ
ッ
フ
と
打
ち
合
わ
せ
。
松
本
さ
ん
に
よ
る
と
話
し
方
を
教
え
る
先
生
は
探
す
の
に

難
し
い
と
の
事
。
や
は
り
家
族
で
協
力
し
て
教
育
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
痛
感
し
た
。 

哲
也
右
腕
が
胸
ま
で
あ
が
る
の
で
嬉
し
く
な
り
皆
の
前
で
立
ち
上
が
っ
て
披
露
す
る
。 

 

哲
也
が
い
ろ
い
ろ
話
し
す
る
が
サ
ッ
パ
リ
わ
か
ら
な
い
。
二
人
だ
け
だ
っ
た
の
で
真
面
目

に
「
君
が
話
し
て
い
る
こ
と
は
八
十
％
わ
か
ら
な
い
」
と
正
直
に
伝
え
た
。 

本
人
は
相
当
シ
ョ
ッ
ク
と
み
え
涙
を
浮
か
べ
て
黙
っ
て
き
い
て
い
た
。 

「
だ
か
ら
真
剣
に
言
葉
の
リ
ハ
ビ
リ
を
や
ら
な
い
と
。
こ
れ
か
ら
二
十
五
年
活
き
る
と
す
る

と
こ
の
ま
ま
の
調
子
で
は
、
本
人
も
周
囲
も
辛
い
か
ら
、
頑
張
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
し
て
く
れ
」

と
頼
ん
だ
。
本
人
は
喉
を
押
さ
え
て
チ
ャ
ン
ト
話
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。 

「
君
は
若
い
の
だ
か
ら
必
ず
治
る
と
信
じ
て
必
死
で
頑
張
れ
、
こ
れ
は
逃
げ
ら
れ
な
い
現
実

だ
。
前
向
き
に
対
処
す
る
し
か
活
き
る
道
は
無
い
ん
だ
。
お
父
さ
ん
も
余
生
を
君
の
復
活
に

か
け
て
頑
張
る
か
ら
」
と
説
得
し
な
が
ら
い
つ
ま
で
こ
ん
な
話
を
す
る
の
か
と
涙
が
出
て
き

た
。
哲
也
が
あ
と
で
落
ち
込
ま
な
け
れ
ば
い
い
が
と
心
配
し
な
が
ら
病
院
を
辞
し
た
。 

脳
梗
塞
の
友
人
の
細
君
が
退
院
す
る
と
き
は
一
言
も
話
せ
な
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
君
の
ほ

う
が
マ
シ
な
の
で
見
込
み
が
あ
る
と
も
言
っ
て
や
っ
た
。 

 

１
月
１
３
日 

昨
日
の
こ
と
が
あ
る
の
で
ど
ん
な
顔
で
い
る
か
心
配
し
た
が
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。
そ
ん
な

に
深
刻
に
は
感
じ
て
い
な
い
模
様
。
明
る
い
顔
で
積
極
的
に
話
そ
う
と
す
る
。 

「
六
甲
お
ろ
し
」
を
一
緒
に
歌
っ
た
。
今
日
は
御
贔
屓
球
団
の
名
を
「
ハ
ン
シ
ン
（
阪
神
）
」

と
は
っ
き
り
発
音
で
き
た
。 

 

１
月
１
５
日 



 14 

信
濃
町
の
健
康
保
険
組
合
に
行
き
哲
也
の
下
肢
装
具
の
補
助
金
の
申
請
を
し
た
。
ま
た
、

新
宿
区
役
所
に
て
障
害
者
の
補
助
の
申
請
用
紙
を
提
出
し
た
。 

健
保
の
補
助
額
が
わ
か
ら
な
い
と
補
助
金
が
下
り
な
い
由
、
四
ヶ
月
は
か
か
り
そ
う
。
確

定
申
告
に
は
間
に
合
わ
な
い
。 

東
京
セ
ン
ト
ラ
ル
か
ら
お
見
舞
い
に
き
た
い
と
い
う
の
で
初
台
の
病
院
か
ら
原
川
さ
ん
に

電
話
し
た
。
途
中
か
ら
哲
也
に
代
わ
っ
た
。
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
は
判
ら
な
か
っ
た
ら
し

く
「
声
だ
け
か
ら
は
お
元
気
そ
う
で
す
ね
」
と
は
原
川
さ
ん
の
弁
。 

Ｔ
Ｖ
の
整
備
が
終
わ
っ
て
哲
也
の
退
院
後
の
受
け
入
れ
体
制
が
ほ
と
ん
ど
出
来
上
が
っ
た
。 

 

息
子
の
退
院
は
嬉
し
い
が
、
右
半
身
麻
痺
、
失
語
症
の
息
子
を
迎
え
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な

生
活
に
な
る
の
だ
ろ
う
？
（
続
く
） 

 
 

（
一0

，
三
五
七
語
） 


